
■ 男女共同参画を推進する具体的施策の取組状況調査(平成２６年度)    ＜第 2 次高梁市男女共同参画基本計画＞ 

基本目標：Ⅰ 男女が互いの人権を認め合う意識づくり  

方針 施策の方向 
具 体 的 施 策 

（平成２４年度～平成３３年度） 
平成２６年度取組事項（具体的に） 

実績数値 

（単位） 
担当課 

１ 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
理
解
・
意
識
づ
く
り
の
推
進 

(1)家庭・学校・地

域等における理

解・意識づくり

の推進 

1 人権啓発リーフレットの作成・配布 

 

2 地域人権活動ネットワーク事業 

 

 

3 男女共同参画啓発・研修事業 

 

1.人権啓発リーフレット「きずな」を作成し、市内幼保小中高校園、公民館等に配布及び、各種研修会で活用。 

 

2.有漢東小学校において、「人権の花運動」と「人権スポーツふれあい教室」（岡山シーガルズ）を実施した。 

 

 

3.人権問題学習講座を 6 回開催し、1 回を男女共同参画社会に焦点を当てるよう計画した。 

 H26.6.19（木）開催 女性の人権についての講演   

講師：岡山県男女共同参画推進センター情報交流員 小林鈴代 氏 

1.14,000 部 

 

2.有漢東小学校 

  児童 52 名 

 

3.受講者延 666

名 

 

 

1 社会教育課 

 

2 市民課  

 

 

3 社会教育課、  

 市民課 

(2)男性・子どもへ

の理解・意識づく

りの推進 

1 男性の参加を促す学習会等の開催 

 

2 親子で参加できる学習会等の開催 

1･2.各校園が PTA と子どもを対象に研修を行い、様々な人権問題についての理解と認識を深めた。 1.2 受講者延

1,779 名 

1 社会教育課 

  

2 社会教育課 

 

(3)広報・啓発活動

による理解・意

識づくりの推進 

1 男女共同参画に関する情報収集 

 

 

2 広報誌、市ホームページ、行政チャンネル等を活

用した情報提供 

1．パンフレット・ポスターを庁舎内へ掲示した。 

岡山県男女共同参画推進センター等からの研修案内・文書通知を受付した。 

 

2.ホームページに掲載（平成２４年～） 

  第２次高梁市男女共同参画基本計画、男女共同参画に関する市民・事業所意識調査結果について 

  男女共同参画に関する具体的施策の推進状況を掲載。 

 1 秘書政策課、 

市民課 

 

2 秘書政策課、 

市民課 

２ 

国
際
的
視
野
に
立
っ
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進 

(1)国際社会の動

向の把握 

1 男女共同参画に関する情報収集（再掲） 

 

 

2 広報誌、市ホームページ、行政チャンネル等を活

用した情報提供（再掲） 

1．パンフレット・ポスターを庁舎内へ掲示した。 

岡山県男女共同参画推進センター等からの研修案内・文書通知を受付した。 

 

2.ホームページに掲載（平成２４年～） 

  第２次高梁市男女共同参画基本計画、男女共同参画に関する市民・事業所意識調査結果について 

  男女共同参画に関する具体的施策の推進状況を掲載。 

 

 1 秘書政策課、 

市民課 

 

2 秘書政策課、 

市民課 

(2)国際理解・国際

交流の推進 

1 トロイ市との相互派遣事業 

 

2 市民と留学生との交流会事業 

1.H２６年度は受入を予定していたが、トロイ都合により中止になった。 

 

2.市内団体国際交流活動支援事業として、吉備国際大学留学生、企業研修生等と市民の交流活動を行った。 

  （市内団体国際交流活動支援事業、異文化交流フェスタ） 

1.0 回 

 

2.2 回 

1 秘書政策課 

 

2 秘書政策課 

                                           



基本目標：Ⅱ あらゆる分野へ男女がともに参画できる社会づくり  

方針 施策の方向 
具 体 的 施 策 

（平成２４年度～平成３３年度） 
平成２６年度取組事項（具体的に） 

実績数値 

（単位） 
担当課 

１ 

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進 

(1)各種審議会・委

員会等への女性

の積極的登用 

1 審議会等における女性委員の登用率向上 1.高梁市男女共同参画推進委員会を開催し、進捗状況を確認するとともに、関係部署への周知・依頼を行った。 

 H26.10.21（火）開催 

また新しく委員（11 名うち女性 5 名）を委嘱し、男女共同参画審議会を開催した。H26.11.20（木）  

1.23.9％ 

 

1 市民課 

(2)女性の人材育

成と管理・指導

的立場への登用

促進 

1 人事考課制度の導入による人材育成 

 

 

2 ワーキング・グループなどへの女性職員の積極的

な参加促進 

3 市内事業者等への広報・啓発等 

1.管理職及び係長級職員を対象に人事考課(試行)を実施し、女性の登用の参考とした。 

平成 27 年度定期人事異動における女性の昇格者は 38 人（内課長級 7 人、補佐級 8 人、係長級 23 人）。 

全管理職（課長補佐級以上）に占める女性の人数は 38 人で、割合は 23.3％。 

2.次のプロジェクトチームへ女性職員を積極的に参加させた。 

 高梁市観光戦略アクションプラン推進チーム…5 人(16 人中)（前年度と変更なし） 

3．特になし 

1.38 名 

 23.3％ 

 

2.5 名 

 

3.なし 

1 総務課 

 

 

2 総務課 

 

3 産業振興課 

２ 

家
庭
・
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進 

(1)家庭生活での

男女共同参画の

促進 

1 男女共同参画啓発・研修事業（再掲） 

 

2 男性のための料理・育児・介護教室等の実施 

1.人権問題学習講座を 6 回開催し、1 回を男女共同参画社会に焦点を当てるよう計画した。 

 H26.6.19（木）開催  講師：岡山県男女共同参画推進センター情報交流員 小林鈴代 氏 

2.男性のための男性料理教室を実施した。（健康づくり課） 

2.要介護被保険者を現に介護している人等に介護方法の指導、適切な介護知識・技術及び外部サービスの適切

な利用方法の習得等を内容とした教室（家族介護教室）を開催した。（保険課） 

1.受講者延 666

名 

2.16 回延 240 名 

2.11 回 170 名 

うち男性 18 名 

1 社会教育課、 

 市民課 

2 健康づくり課、 

保険課 

(2)まちづくりや

防災活動等での

男女共同参画の

促進 

1 女性消防団員育成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 婦人防火クラブ等結成事業 

1.災害現場での後方支援や出初式等の消防団行事への参加、一般家庭の火の元点検及び救急法の指導等を行っ

ており、平成 25 年度には女性消防団員３名がラッパ隊に入隊した。また、平成 26 年度からは、春・秋季火災

予防運動に合わせ、管内の幼稚園・保育園を訪問し、パネルシアターを通じて園児たちに火災予防を呼びかけ

るなど、活動の場を広げている。 

 (1)災害出動      

 (2)団行事への参加  岡山県・高梁市消防操法訓練大会、防災訓練等、出初式(ラッパ隊含む)、研修会等、

防火パレード等 

 (3)火の元点検     

 (4)救急法の指導    

 (5)ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ上演  

 

2.母体となる婦人（女性）会の解散や高齢化が進む中、昨年度に比べ１団体減となったが、全体のクラブ員は

１名増加した。クラブの活性化と防火防災思想普及のため次の事業を行った。 

(1)戸別訪問で住宅用火災警報器の設置状況調査の実施や、保育園幼稚園で防火風船の配布を行うなど火災予防

啓発事業を実施した。 

(2)高梁市婦人防火クラブ連絡協議会会議の開催 

(3)消防学校でのリーダー研修及び他市の視察研修の実施（視察先：倉敷市女性防火クラブ） 

(4)防災訓練及び防火防災講話の実施 

1.平成 26 年度末 

女性消防団員数 

  23 名 

 

(1) なし 

(2)延べ 10 回 

(3)11 回(22 名) 

(4)1 回(3 名)資

格講習 6 回 12 名 

(5)7 回(21 名) 

 

2.14 団体 

  593 名 

(1)  延 12 回 

 

(2)   1 回 

(3)  各 1 回 

(4)   6 回 

1 消防総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 警防課 

 

                                           



基本目標：Ⅲ 男女がいきいきと働ける環境づくり 

方針 施策の方向 
具 体 的 施 策 

（平成２４年度～平成３３年度） 
平成２６年度取組事項（具体的に） 

実績数値 

（単位） 
担当課 

１ 

働
く
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
た
め

の
環
境
整
備 

(1)男女の均等な

雇用機会と待遇

の確保 

1 男女雇用機会均等法等の周知 

2 企業等の積極的改善措置の推進 

1.特になし 

2.特になし 

 1 産業振興課 

2 産業振興課 

 

(2)働きやすい職

場環境の整備 

1 パワハラ、セクハラ防止のための事業所への広

報・啓発等 

2 パパ・ママ・子育て応援企業登録事業 

1.特になし 

 

2.高梁市内の事業所で、雇用する従業員の子育て及び地域における子育てを応援する企業等をパパ・ママ・子

育て応援企業として登録し、市内外に広く紹介するとともに、育児休業取得や研修会の開催など実績にあった

登録企業に奨励金を支給した。 

 平成２６年度末 登録企業数  ９企業 

 平成２６年度 奨励金支給件数 ３件（女性の育児休暇取得） 

 

 

2.平成 26 年度末

登録企業数 9 企

業、平成 26 年度

奨励金支給件数

3 件 

1 産業振興課 

 

2 こども未来課 

 

２ 

女
性
の
就
業
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

 
 

 
 

 
 

 
 

(1)女性の職業能

力の訓練・開発

と再就職等の支

援 

1 各種職業能力向上セミナー等の広報・周知 

 

1.キャリアアップ講座（岡山県男女共同参画推進センター）の受講生募集を広報紙で行った。（６月号） 

                                         （秘書政策課） 

1.求職者支援訓練受講生募集についての協議を独立行政法人高齢・障害・求職者支援機構岡山支部と平成２７

年２月に実施：掲載は「広報たかはし４月号」 （産業振興課） 

 1 秘書政策課、 

 

産業振興課 

(2)自営業等に従

事する女性の支

援 

1 自営業者に対する女性の経営参画の意識啓発 

 

2 家族経営協定締結農家の促進 

 

1.平成 26 年 9 月 17 日備北商工会主催の創業支援講習会において、市施策等の説明会を実施。（産業振興課） 

1.主に生活交流グループへの参加者へ経営参画についての意識啓発を実施した。 

2.高梁農業普及指導センター等の農業指導機関との連携により、新規の認定農業者や再認定を行う農業者への

農業経営改善計画作成に併せ、配偶者間での家族経営協定締結について推進を行った。 

 

1.参加者数 15 名 

 

2.協定者数（配偶

者間） 3 戸  

※累計 52 戸 

1 産業振興課、 

農林課 

2 農林課 

３ 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
推
進 

(1)ワーク・ライ

フ・バランスの

普及啓発 

1 ワーク・ライフ・バランス推進のための普及啓発

事業 

1.高梁市内の事業所で、雇用する従業員の子育て及び地域における子育てを応援する企業等をパパ・ママ・子

育て応援企業として登録し、市内外に広く紹介するとともに、育児休業取得や研修会の開催など実績にあった

登録企業に奨励金を支給した。 

 平成２６年度末 登録企業数  ９企業 

 平成２６年度 奨励金支給件数 ３件（女性の育児休暇取得） 

1.特になし（産業振興課） 

 

1.平成 26 年度末

登録企業数 9 企

業、平成 26 年度

奨励金支給件数

3 件 

1 こども未来課、 

 

 

 

 

産業振興課 

(2)育児・介護等と

仕事の両立のた

めの環境整備 

 

 

1 パパ・ママ・子育て応援企業登録事業（再掲） 1.高梁市内の事業所で、雇用する従業員の子育て及び地域における子育てを応援する企業等をパパ・ママ・子

育て応援企業として登録し、市内外に広く紹介するとともに、育児休業取得や研修会の開催など実績にあった

登録企業に奨励金を支給した。 

 平成２６年度末 登録企業数  ９企業 

 平成２６年度 奨励金支給件数 ３件（女性の育児休暇取得） 

1.平成 26 年度末

登録企業数 9 企

業、平成 26 年度

奨励金支給件数

3 件 

1 こども未来課 

 

 

                                           



基本目標：Ⅳ 男女がともに健やかに過ごせる生活づくり 

方針 施策の方向 
具 体 的 施 策 

（平成２４年度～平成３３年度） 
平成２６年度取組事項（具体的に） 

実績数値 

（単位） 
担当課 

１ 

生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援 

(1)ライフステー

ジに応じた健康

支援 

1 すこやかプラン２１推進事業 

① 乳幼児健診の実施 

乳幼児の心身の発達状況をみるとともに、保 

護者の育児上の不安や悩みについてアドバイス 

する。  

・乳児健診（16 回/年） 

・1.6 歳児健診（10 回/年） 

・2.6 歳児健診（10 回/年） 

・3 歳児健診（10 回/年）  

 

② 親子教室、育児相談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 思春期ふれあい事業の実施（市内 7 中学計 14

回） 

 

 

 

 

 

④ 不妊・不育治療支援事業の実施 

 

 

⑤ 妊婦健診受診券交付、妊婦健診費用助成事業

の実施 

 

①乳児期前期・後期、1.6 歳児、2.6 歳児、3 歳児の児を持つ保護者を対象に、一人 5 回の集団健診の場を提      

供している。健診により、児の発達状況の確認とともに、毎回、育児支援アンケートを実施している。発達に

遅れのある児に対しては、心理相談、医療機関等を経て療育事業へ繋げ、必要に応じて就学まで支援する。育

児アンケートを元に、育児についての不安や悩みをしっかり聞くことにより、育児不安の軽減を図り、育児に

ついてのアドバイスを行う。また、育児支援アンケートの結果により、要支援、要注意、要指導と指導の優先

順位をつけて健診事後フォローを行っている。 

未受診者については、各担当保健師により、健診再勧奨及び未受診者の状況を把握している。 

 

 

②離乳食教室、親子教室、育児相談、要観察児教室等を実施し、子育ての方法や疑問、不安、悩みについて個

人の生活スタイルや要望にあわせ、解決に向けての支援を行った。同年代の子どもを持つ親同士の交流も深め

ることができた。  保護者 415 人、乳幼児 496 人 

 

 

 

 

 

 

③ふれあい体験の前に行われる事前学習では生と性、性感染症の問題について、助産師から話を聞き、また妊

婦シミュレーターによる妊婦体験、赤ちゃん人形での抱っこの練習等を行う。ふれあい体験学習では、乳幼児

と保護者の参加協力を得て交流を行った。また、実施前後にアンケートを行った。（赤ちゃんのかわいさ、親子

の絆、両親への感謝等の感想がだされた） 

子宮頸がんワクチン実施：6 人（3 回接種） 対象：中学１年～高校１年の女子 

※厚生労働省の指導により、積極的な接種勧奨は行っていない。 

 

④ 不妊治療助成：25 件 うち出産 10 件（5,527,000 円）   不育治療助成：0 件 

  

⑤ 母子健康手帳交付数 169 件 

妊婦健診費用助成件数 延べ 1891 回 

 

①乳児健診 16 回 

延べ 336 人 

1.6 健診 10 回 

延べ 177 人 

2.6 健診 10 回 

延べ 170 人 

3 歳児健診 10 回 

延べ 157 人 

 

②親子で遊べる教

室 33 回 192 組 

離乳食教室   

4 回 32 組 

育児相談延 23 回 

     145 組 

要観察児教室 10

回 延べ 46 組 

 

③市内 7 中学校で

（3 年生 225 名）、

事前学習 7 回  

体験学習７回 

 

 

 

④不妊治療助成 

 25 件 

不育治療助成 0 件 

⑥ 母子手帳交付

数：169 件 

延べ 1891 回 

1 健康づくり課 

                                           



                                           

  ⑥ 特定健康診査・各種がん検診の実施 

〇受診率を向上させるための普及啓発 

  CATV・広報紙による受診勧奨、総合健診 

個別医療機関・合同検診等検診体制の充実 

〇電話による個別受診勧奨 

・乳がん検診 

・子宮頸がん検診 

・胃がん検診 

・胃がんリスク検診 

・大腸がん検診 

・前立腺がん検診 

・結核・肺がん検診 

 

⑦ 若い女性の検診の実施 

・20～39 歳の女性を対象とした健診 

 

⑧ 生活習慣病予防のための健康教育・健康相談の

実施、我が家ではつらつ事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 介護予防のための健康教育、健康相談の実施 

 

 

 

 

 

⑩ 栄養教室、男性料理教室、すこやか子ども料

理教室等食育に関する教室の実施 

⑥ 特定健診受診券は個人通知、各種がん検診と共に愛育委員を通じた「成人検診ガイドブック」の配布と受診

勧奨を行う。オフトーク、有線放送等での広報活動や健診体制として総合検診（4 会場）・合同検診（24 会

場）の実施と 15 施設の個別医療機関に委託する。 

節目年齢対象者には、個別通知による無料検診を案内し、集団検診・個別検診で活用を紹介。 

受診しやすい合同検診体制（特定健康診査と各種がん検診の同時実施）を整備。 

・乳がん検診     受診者のうちがん（疑い含）であった者    4 名 

・子宮頸がん検診   受診者のうちがん（疑い含）であった者    1 名 

・胃がん検診     受診者のうちがん（疑い含）であった者    1 名 

・胃がんリスク検診  受信者のうちがん（疑い含）であった者    4 名 

・大腸がん検診    受診者のうちがん（疑い含）であった者    2 名 

・前立腺がん検診   受診者のうちがん（疑い含）であった者    6 名 

・結核・肺がん検診  受診者のうちがん（疑い含）であった者    2 名 

 

⑦ 健康診査に恵まれない家庭の主婦や自営業の女性を対象に健康診査（血液検査、血圧測定、尿検査、身体計

測、内科診察、骨塩量測定）を 3 会場で実施。  要精密検診 21 名 要医療 11 名 

 

⑧ 生活習慣病予防のための健康教育・健康相談等の実施 

特定保健指導教室 12 回ｼﾘｰｽﾞ×2 回  

美姿勢教室（13 回）筋肉増強教室（12 回）筋肉ｱｯﾌﾟ教室（10 回） 計 35 回 

総合健康教育・相談 83 会場 健康づくり講師事業実施 延べ 6 団体 

  我が家ではつらつ事業（H22～26 年度までの継続実施） 

  「チャレンジ 60」 60 日間、個人・グループが食生活や運動等の生活習慣の改善にむけ、設定項目の達成

にチャレンジし、健康づくり意識を実践と共に高める取り組みを実施。 

  「研修大会」   健康づくり講演会・体験発表、食のひろば・健康体力チェック、ウォーキング等を行

い、健康づくりのための体験・知識の普及啓発を実施。 

 

⑨ 介護予防のための健康教室・相談等の実施 

高梁地域は、ミニデイサービス事業で、各地域は介護予防教室の中での実施。 

  内容：運動機能向上・口腔機能向上・低栄養の改善に向け、運動指導士・歯科衛生士・栄養士が健康教室

を行う。ロコモ予防体操を各教室実施、行政チャンネルでのロコモ体操の PR を実施。 

  二次予防対象者健康教室 148 回   一次予防対象者健康教室  164 回 

 

⑩ 栄養教室、食生活改善講習会等食育に関する教室実施 

栄養教室 3 会場 30 回 参加者延べ 601 名 

   ライフステージごとの食生活講習会 133 会場で実施 参加者 2,563 名 

⑥ 受診者数 

特定健康診査 

   1,417 名 

（無料券 149 名） 

各種がん検診 

1,322 名 

1,289 名 

1,422 名 

 355 名 

2,686 名 

 627 名 

2,537 名 

 

⑦ 受診者数 

186 名 

    

⑧ 参加者数（延） 

120 名 

448 名 

1,722 名 

参加者数 

個人 937 名、177 ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ 1278 名 

370 名 

 

 

⑨ 健康教室参加

者数（延） 

二次 1,399 名 

一次 3,216 名 

 

⑩ 同左 
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(1)多様なライフ

スタイルに対応

した子育て支援

対策の充実 

 

1 子育て支援拠点整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

2 放課後児童健全育成事業 

 

 

3 家庭児童相談事業 

 

 

 

 

 

 

4 要支援児対策事業 

1.子育て支援センター「ゆう・ゆうひろば」を開設。開所時間平日の午前１０時～午後４時。 

平成２６年度は２４４日開所、利用者延５，１３６人 

 ・ゆう・ゆうタイム（ミニイベント）４７回開催、参加人数延１，４６３人 

 ・さてらいとひろば“ゆうゆう”（出張ひろば）１７回開催、参加人数延３０２人 

 家庭相談日開設２４回、相談業務４５件 

 

 

2.平成２６年度は１４箇所で学童保育を実施。利用登録児童数２９９人（平成２７年３月３１日時点） 

 

 

3.家庭児童相談員を相談窓口として対応 

 平成２６年度は、相談総数５３件（うち新規３９件（要保護９件、要支援５件、その他２５件）の相談があ

った。（児童相談所送致は０件） 

 「高梁市子どもを守るネットワーク」で継続して対応中 

 

 

4.ＮＰＯ法人 color 及び私立保育園に業務委託し、心身の障害等の理由により支援が必要な児童に対し、日常

生活における基本的な動作の指導などを実施し、児童の心身の成長発達並びにその保護者の育児不安の軽減等

に努めた。 

平成２６年度実績 

・要支援児保育委託（NPO 法人 color）  対象児３人  

・支援保育委託（私立２園）       対象児６人 

・支援保育（公立６園）         対象児３６人 

・スクラム作戦  

情報交換会  ４２会場 ３２日間  

         検討件数 ３８１件 従事者延 ３０９人 

スクラム会議 １６６回開催（うち２４回子ども課参加） 

 

 

 

 

1.開所日 244 日  

利用者延 5,136

人 

 

 

2.利用登録児童

数 299 人 

 

3.相談件数 53 件 

 

 

 

4.利用児童数 

 

要支援児保育委

託 3 人 

支援保育委託 

6 人     

支援保育 36 人 

1～4 こども未来

課 



(2)地域ぐるみで

の子育て支援の

推進 

① 1 子ども会活動支援事業 

 

 

 

2 三世代のよさ再発見事業 

 

 

3 少年団活動等支援・育成事業 

1.子ども会（２６団体、会員数９４６人）を支援するため活動費の助成（助成金額５４６，３００円）したほ

か、活動活性化のため、市や岡山県子ども会連合会主催のイベント（習字･写生大会、交流会など）に参加した。 

 

2.三世代世帯の支援から地域における三世代の支援を重視し、落合ふれあい公園で交流会「いっしょに遊ぼ！！

交流会」を開催。子ども会及び老人クラブから、１３２名が参加した。 

3.高梁市少年団連絡会に登録している少年団 3 団体（122 名）に活動助成金を交付し、活動を支援した。 

（社会教育課） 

3.スポーツ少年団に対し市内体育施設の使用料免除及び活動補助金を交付して支援した。（スポーツ振興課） 

1.団体数 26 団体

会員数 946 人 

助成金額

546,300 円 

2.参加者 132 名 

 

3.3 団体 122 名 

 

3.27 団体 

団員 595 人 

1 こども未来課 

 

 

 

 

2 こども未来課 

 

 

3 社会教育課、 

 

スポーツ振興課 

(3)ひとり親家庭

等への支援 

1 ひとり親家庭等相談事業 

 （相談、自立支援、母子福祉資金貸付制度） 

 

 

 

 

2 児童扶養手当支給事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ひとり親家庭等医療費助成事業 

 

 

 

 

4 遺児年金支給事業 

1.子どもの養育や生活について、様々な不安や悩みを抱えるひとり親家庭等に適切な対応を行うために、母子

自立支援員による情報提供、相談業務をはじめ、求職活動に関する支援を行った。 

   母子自立支援員相談件数延２３７件（うち就職に関する相談件数延２３件） 

母子福祉貸付相談件数３９件（うち進達件数５件、貸付金額３，１１６，０００円） 

 

2.ひとり親家庭等に手当を支給することにより、生活の安定と自立促進に努めた。 

   延べ支給人数  （全部支給）  ９９３人 

           （一部支給）１，４４３人 

                    （２子加算）１，０９０人 

           （３子加算）  ３２６人    支給金額 ８９，５０２千円 

 

 

 

3.ひとり親家庭の健康管理向上に資するため所得に応じた自己負担額を除いた医療費を支給した。 

受給対象者１４７人、延支給件数１，７３２件、支給金額３，７１１千円 

 

 

4.保護者が死亡した児童に年金を支給し、慰撫激励を行った。 

対象児童３１人、支給金額７５３千円 

 

1.相談件数 237

件（うち就職相談

件数 23 件） 

母子福祉貸付相

談 39 件 

2.延べ支給人数  

全部支給：993

人、一部支給：

1,443 人、２子加

算：1,090 人、３

子加算：326 人、

支給金額 89,502

千円 

3.受給対象者

147 人、延支給件

数 1,732 件、支給

金額 3,711 千円 

4.対象児童 31 人 

支給金額 753 千

円 

1～4 こども未来

課 
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(1)高齢者・障害

者・外国人等が

暮らしやすい環

境整備 

 

1 各種相談・支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 バリアフリーのまちづくりの推進 

 

 

1.各種相談（行政相談、なやみごと相談、弁護士無料相談、消費生活相談、司法書士相談）を実施し、様々な

相談支援事業を行った。（市民課） 

 

 

 

1.障害の種別等に応じた相談支援を行うため、市内の３事業所（旭川荘・たいようの丘・color）に委託して 

相談支援事業を行った。（福祉課） 

 

1.地域包括支援センターにおいて、高齢者及び介護者等の相談業務を行うことで、住み慣れた高梁市で暮らし

続けることができるように対応した。（保険課） 

 

2.備中高梁駅のバリアフリー化工事として、ホームへのエレベーター設置、ホームの嵩上げ、東西連絡道西側

へのエスカレーター設置等を平成 25 年度から継続して実施した。（平成 27 年 4 月 11 日供用開始） 

※新総合計画後期計画(H27～H31)において、「バリアフリーのまちづくりの推進」は、ＵＤ※1 の普及及び備

中高梁駅の完成を契機として項目削除しています。 

第 2 章 美しい自然環境と快適な生活基盤が調和した共生のまち 

第 4 節 環境に調和した社会基盤を進めます 

 施策 2. 快適な住生活の整備 

  主要施策項目の展開方針 5 バリアフリーのまちづくりを推進します 

※1 ユニバーサルデザイン（Universal Design、UD）とは、文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、

障害・能力の如何を問わずに利用することができる施設・製品・情報の設計（デザイン）をいう。 

 

2.高齢者が安心して在宅生活をおくるために、住宅改修（段差解消等）をした要支援・要介護の高齢者に対し

て住宅改修費を給付した。（保険課） 

1.行政相談 51 回 

なやみごと相談 39 回 

法律相談 59 回 

消費相談 12 回 

司法書士相談 25 回 

1.相談実績

5,834 件 

 

1.相談実績 

延 10,603 件 

 

2 実績数値なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.188 件 

19,729,483 円 

1 市民課、 

 

 

 

 

福祉課 

 

 

保険課 

 

 

2 まちづくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保険課 

(2)高齢者・障害

者・外国人等の

社会参加の促進 

② 1 障害者地域活動支援センター事業 

 

 

2 健やか高齢者生きがい支援事業 

 

 

3 福祉移送サービス事業 

 

 

4 市民と留学生との交流会事業（再掲） 

1．市内３箇所で事業を実施（ＮＰＯ法人きらめき希望会（1 箇所）、ハピネスたかはし会（2 箇所））し、障害

者に対して生産活動や交流促進の機会を提供するなど、地域生活支援を行った（福祉課） 

 

2．（社）高梁市社会福祉協議会、（社）吉美会、白和荘、グリーンヒル順正へ通所サービス業務を委託し、高齢

者の孤立感の解消、介護予防効果の促進を図った。 

 

3.（社）高梁市社会福祉協議会へ福祉移送サービス業務を委託し、高齢者の社会参加の促進を図った。 

 

 

4. 市内団体国際交流活動支援事業として、吉備国際大学留学生、企業研修生等と市民の交流活動を行った。 

  （市内団体国際交流活動支援事業、異文化交流フェスタ） 

1.実利用者数 

６人（きらめき希

望会） 

 

 

 

2.生きがいデイサ

ービス延利用者数 

2,940 人 

 

 

3.福祉移送サービ

ス延利用者数

4,861 人 

 

4.2 回 

1 福祉課 

 

 

2 福祉課 

 

 

3 福祉課 

 

 

4 秘書政策課 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%80%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3
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(1)配偶者等に対

する暴力の防止 

 

1 男女共同参画啓発・研修事業（再掲） 

 

 

2 若年層へのデートＤＶ防止のための広報・啓発等 

1.人権問題学習講座を 6 回開催し、1 回を男女共同参画社会に焦点を当てるよう計画した。 

H26.6.19（木）開催  講師：岡山県男女共同参画推進センター情報交流員 小林鈴代 氏 

 

2.特になし 

 

1.受講者延 666

名 

1 社会教育課、 

 市民課 

 

2 こども未来課 

 

(2)配偶者等に対

する暴力の被害

者支援 

③ 1ＤＶ相談事業 

 

 

2ＤＶに関する相談窓口の周知 

1.ＤＶ（デートＤＶを含む。）については、母子自立支援員を相談窓口として相談を受け、関係機関と連携しな

がら、必要に応じて警察署や県女性相談所に通知した。 

 

2.県からのチラシ等を市役所内に置き、周知を図った。 

 

 

 

 

 

1.相談件数 10 件 1 こども未来課 

 

 

2 市民課 

 

 

 

 

 


